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西之島の地殻変動＊
 

Crustal Deformations of Nishinoshima Volcano 
 

国土地理院 

Geospatial Information Authority of Japan 
 

第１図(a)～(c)は「だいち２号」のSAR干渉解析結果である。第７火口の数百ｍ南東部を中心に衛

星から遠ざかる変動（ほぼ沈降）が継続している。第１図(d)はSAR干渉解析結果から2.5次元解析を

行った結果である。第７火口の数百ｍ北側から南東部にかけて、最大約25cmの沈降が見られたが、そ

の後の３ヶ月間では沈降量が鈍化している。 

第２図は、2016年３月３日に無人航空機（UAV）により撮影した西之島の正射画像に、2013年12

月からの海岸線の変遷を重ね合わせた資料である。 

第３図は上段にこれまで撮影した空中写真の比較を、下段の表に、新たな陸地の面積、最高標高と

新たに噴出した溶岩等の海面上の体積の変化を示した。一番下が最新の2016年３月３日の数値である。

面積は約2.73km2。最高標高は約142m、海面上の体積は8,721万m3であり、新たな溶岩流の流出はほ

とんどないものと考えられる。 
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第１図(a) 「だいち２号」PALSAR-2による西之島の解析結果  

Fig.1(a) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 
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第１図(b) 「だいち２号」PALSAR-2による西之島の解析結果  

Fig.1(b) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 
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第１図(c) 「だいち２号」PALSAR-2による西之島の解析結果 

Fig.1(c) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano. 
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第１図(d) 「だいち２号」PALSAR-2による西之島の解析結果（2.5次元解析結果） 

Fig.1(d) Interferometric analysis of SAR acquired by ALOS-2 PALSAR-2 of Nishinoshima Volcano (2.5-D 

analysis).  
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第２図 UAVによる空中写真の自動撮影 

Fig.2 Aerial photograph of Nishinoshima was taken automatically by UAV. 
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第３図 空中写真に基づく西之島の地形変化に関する計測結果 

Fig.3  

Mesurement results of topographic change using aerial photographs of Nishinoshima. 


